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研究内容 

 

1．SAH 入院前に発現した minor leak の画像診断（-T1-FLAIR mismatch による診断-） 

 従来、SAH 入院前の minor leak の診断は、警告症状の有無を問診で確認する以外になく、明確な発現 

 頻度や病態は解明されていませんでした。そこで、MRI の T1 は、発症 4 日以上経過した SAH clot を 

 高信号として描出されることを利用して、SAH 入院前に、既に出血した SAH clot を T1 で検出し、 

 minor leak 発症例の臨床像を検討しました。結果、SAH 前の miner leak は、従来考えられていた頻度 

 より高く、当院のデータでは、34％と高頻度でした。 

2．入院時 MRI からみた DCI 発現予測因子の検討 

 上記、SAH 大発作前の minor leak の診断法として、情報が不確かな問診ではなく、入院時 MRI による 

 T1-FLAIR mismatch を報告していました。この SAH 大発作前の minor leak が、特に高齢者の DCI(Delayed 

 cerebral ischemia)と関連する知見を得ました。高齢者 SAH に DCI は高頻度であり、原因として入院前、 

 SAH 大発作前の minor leak をきたした亜急性期例というべき症例が多いことが挙げられました。 

3．Tron FX の開発（脳血栓除去デバイス） 

 従来の心原性塞栓症発症時の脳血管内手術で使用する血栓回収用のステントデバイスは、症候性 

 頭蓋内出血が多く、安全な国内産ステントデバイスの開発のための動物実験を行っています。 

 株式会社 Biomedical Solution の優秀なスタッフと共に、約 3 年半かかりましたが、2018年 12月に承認 

 され、現在安全な血栓回収術が行えるようになりました。 

 現在、スレントリトリバーのラインナップを増やし、対応血管の幅を広げるための動物実験を行っています。 

4．脳動静脈奇形関連頭痛と頭痛の検討 

 ICHD-3 beta は、脳動静脈奇形（以下 AVM）関連頭痛に関し診断基準をもうけ、AVM が片頭痛を起こす 

 可能性があることを示しています。また、AVM の女性の半数以上で aura を伴う片頭痛を持っていること 

 や後頭葉 AVM は、視覚異常を伴う片頭痛の頻度が高いことも注目を集めています。よって、頭痛を呈 

 する AVM の画像的特徴及び外科的治療効果を検討しています。AVM 関連頭痛は、脳血管内治療を 

 中心とした多角的な外科的治療で、比較的安全に改善が得られます。この頭痛の原因は、ICP 亢進、steal 

 phenomenon、cortical spreading depression(CSD)等の種々の説ありますが、今回の検討により ICP 亢進 

 が原因と考えております。 
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